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第 2 反応、 Na［Al(OH)4］→NaOH+Al(OH)3 
総括反応、 2Al₊6H2O→2Al(OH)3+3H2 
これについて反応液の温度、濃度、圧力が水素発生に及ぼす影響を調べ、小型可搬型
のカートリッジ式の水素発生装置でも取り組み反応液の供給量に関する知見を得る
ことができた。 
 加えて、アルミ水素発生における圧力制御方法の開発では、アルミと反応液を反応
させる際に反応容器内の圧力を制御するために、電子制御を用いず圧力容器を用いた
簡素な方法を創案し、圧力制御の試作機を製作した。この原理は、圧力調整容器内に
反応液、反応容器内にはアルミ箔を投入し、圧力調整容器と反応容器下側のバルブを
開き、位置エネルギーの高い圧力調整容器と反応容器下側のバルブを開くことで、位
置エネルギーの高い圧力調整容器から反応液が反応容器内に流入し、反応液とアルミ
箔が反応する。これにより反応容器内圧力が上昇し、差圧で反応液を押し出すことで
化学反応を抑え圧力上昇が抑制された。反応容器内の圧力が減少すると、圧力調整容
器の位置エネルギーが高いため、再び反応容器内に反応液が流入し、化学反応を起こ
して圧力上昇する。これを繰り返すことで圧力を制御し水素を発生させ、燃料電池へ
の水素を安定的に供給することができた。アルミ付き廃棄物を用いた水素発生におけ
る反応液の開発では、反応液の濃度と水素発生、無機塩類が水素発生に与える影響に
ついて評価を行い、無機塩類が反応時の沈殿生成に与える影響についても調べ、反応
液の最適化についても検証を行った。これらにより、水素発生に最適な反応液の濃度
を明らかにすることができた。 
 この研究の遂行により、廃棄物・エネルギーの地産地消実現し、地球温暖化対策と
次世代の新エネルギー源としてアルミを活用する事で、持続可能な社会づくりに貢献
することが望める。アルミ付き廃棄物を使った事業化の活発化し、更にアルミ自体を
水素発生のキャリアとして使う事を想定した、北陸アルミ水素将来ビジョン検討会議
や、石油の代替エネルギーとしてアルミをキャリアとして使うことの優位性を検証す
る会議体も動き始めており、アルミ付き廃棄物から始まった研究が今後大きく社会に
貢献する事が期待される。 
以上より、当審査委員会は、研究内容及び研究成果を慎重に吟味した結果、審査論
文は、熱流体工学分野において学術的かつ工業的価値のある知見を与えていると判断
し、博士（工学）の学位を授与するに十分値するものと認め、合格と判断した。 
 
 
